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病院機能データ検索システムの作成

　　　　　　　　　　太田拓男

　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　マイクロプロセッサーを用いた皿上コンピューターシステムが普及しは

じめているが，演算速度，記憶容量はもちろんのこと外部記憶装置やソフ

トウェアに関してもその性能向上はめざましく，特にハードディスク装置

にディスクオペレーティングシステムを採用したものはメガバイト単位の

検索を行うことが可能であると考えられる．

　さて医療システムの経済活動全体に対する重要性が増大する中で，各医

療機関は高額医療機器の導入等，常に意思決定を迫られているが，そのた

めに利用可能なデータの整備は十分でない．このような状況のもとで大阪

の全病院を対象とした病院機能調査が大阪府病院協会で56年4月に実施さ

れたが，著者はこの調査の計画■実施，分析に携わる機会があっ仁本稿

ではこの調査データの統計分析に先立って行われたマイクロコンピュータ

ーシステム上での検索システムの作成について述べる．この調査データは

非常に多くの項目（質問数105, 1質問当たり平均17項目）をもち，その特性も

計量数値，日附け，単一選択記号，複数選択記号等多種に渡たるもので目

的に応じて多様な解析を可能にするものであるが，このデータのもつ潜在

的な情報を引き出すには対話的に検索可能な計算システムが必要であった．

調査データの概観

調査データは　(1)ｲ因々の病院に関しての施設実態・及び病院管理者意見
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調査と　閲個々の病院の入院・外来別にまとめられた患者調査に分かれる．

倒は件数500未満であるが項目数が約1800と非常に多い. （病院概況，機器・

設備，職員統計，患者統計，診療勤務体制，診療記録受び各種業務il況,経営管理体

制……以上施設実態調査　上記項目に関する意見・計画等……病院管理者意見調査）

（2）は一病院当り全入院患者，ランダムサンプリングされた外来患者対象

　（標本数は規模に応じて異なるが平均100人）で総数約20, 000件であるが入院用

で質問数8（項目数19）である. （利用交通機関，受診動機，入院期間，受び住所

を含むフェイスシート等）（患者調査実施病院数は100であるがこの数は今後増える予

定である.）

り1）のデータは，①件数に較べて項目数が非常に多く，その特性も多様で

あり，データの利用法も予測がつかない, ②データの集収が散発的に行わ

れている，③データの変更，修正が頻繁に起こる，等の理由によって，計

算システムの供給者であるソート社の提供するPIPS　というソフトウェ

アを利用することになった.

　（2）のデータは同一タイプのレコードが多数あるものであるが，検索の種

類は予測がつくため，処理効率を考え独自の検索システムを著者が作成し

た．

PIPSについて

　表形式のデータを取り扱うためソート社が自社のコンピューターシステ

ムに提供するソフトウェアで，既存のコンビ=ユーターについてまったくの

未経験者でもコンピューターシステムを活用することができるよう考慮が

なされている．

　表はフロッピーディスクあるいはハードディスクにページと呼ばれる単

位に格納され，これらには1から240 （ハードディスクでは1から1500）まで

の一連番号によって識別される．このページのイメージをそのまま主記憶

に格納する場所が用意されておりこれをバッファと呼ぶ．データの組立て．
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加工，演算，表示，印字等はこのバッファについて行われる．操作コマン

ドとして指定されたページとバッファ開のページ単位でのデータ転送，バ

ッファ上のデータに対しての加工，算術演算，及び連続したいくつかのペ

ージにある各行に対しての条件検索，ソーティング等の指示が用意されて

いる．利用者は表示画面と対話しながらキーボードよりこれらコマンドを

逐次入力してもよいし，一連のコマンドからなるプログラムを新たなコマ

ンドとして登録して利用してもよい．　これによって利用者独自のシステム

を作成する.

　各ページの形式は最大50行〉く72列文字であるがこのうちの8行けページ

のタイトル，フォーマット情報，エンドマーク等に用いられ，データとし

ては残りの42行までが利用できる．このソフトウェアはパーソナルな利用

に主庄が置かれており，データの形式（数値，文字等）の制約がなく各行に

任意の文字列を記入でき，別に与えられるフォーマット情報によってこの

文字列がいくつかの項目に分割される．文字列を固定したままこのフォー

マットを変更することも，又新たなフォーマットに合致するように文字列

を自動的に変更することも容易にで古る．この点がパーソナルユースとし

てのPIPSの特色の1つと考えられる．もちろん定形的な検索に対して

このようなデータの保存形態は，容量，速度に大きな効率の低下があると

考えられるが，データに対して予測できない検索，加工要求に対して高い

道応性かおる．　　　：

　ディスク上のファイル管理についてはページの管理を利用者に完全に委

かせシステムは一切管理しないことにしてすっきりした形態をとっている．

これはデータ管理としては原始的レベルであるが，ハードウェアの能力か

らみて無理のない形態と考えられる．

　　　　　　施設実態調査データ検索システム

調査データは506行×6K列の文字からなるテーブルとみなすことができ
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るがこれを68文字以下に列を分割しそれぞれの最初の列に病院･とコードを付

加したうえでこれを連続する13のページに格納する．この連続した13ペー

ジをブロックと呼ぶことにする. 16ブロックを１つのボリュウムに格納し

全部で６枚のボリュームに調査データを格納する．検索・集計の対象とな

る項目は一般にいくつかの異なるブロック・異なるボリューム上に分散し

てお'■0,これを検索・集計時に１つブロックへのまとめる必要かおるがこ

れも複数のPIPSコマンドを用いて行う．1つのブロックにまとめられた

項目については容易に項目間の算術演算，条件検索，任意の項目（複数）

をキーとするソーティングが行え，各種統計量を求めることができる．

（図1）
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　このような手順によってインタラクティブにデータ解析を進めることが

できる．次に例を示そう．

　　例）高額医療機器をCTに限って導入決定の指標となるデータを探る．

　　　①　CT導入との関連で興味のある項目を上記の手続きに従って1

　　　　つのブロックに集める.

　　　②　検索機能を用い, CT導入病院，未導入病院にグループ分けを

　　　　一－　　　　行う･

　　　③　両グループを判別する囚子（項目）を見つける，　十分なものが

　　　　なければ①に戻る･

　　　④　病院規模ごとにグループ化を行いその中で①，②，③を行う．

　　　⑤　CT導入病院における救急患者の地理的分布を後述する患者調

　　　　査データ検索システムによって調べる．

　多変量解析，数量化理論等データ解析の手法を駆使するには, PIPSコ

マンドだけでは無理かおるため, PIPSによって作成されたファイルを標

準システムで取り扱う必要かおる．このためのソフトウェアも提供されて

おりこれを行うための準備作業が進められている．

　　　　　　　　　患者調査データ検索システム

　ここでの調査データは患者対象であるため調査用紙はマーク，コード等

の記入か不可能であった．そのため20000件のシートに対して440時間×人

をかけた転記作業が行われ，さらに専門業者による10000枚のカードへの

変換，最終的はに一枚のフロッピーディスクへの格納がなされた．このカ

ードイメージをもつファイルを検索時の効率を上げるために形態を標準化

した上で病院単位のディスクアドレスのインデックスをこれに付加した．

この最終的なファイルは1レコード24バイトに縮約され，マスターファイ

ルとして10MBウィンチェスターハードディスクに格納された．

　患者の住所は転記作業時に代表的な地図帳（昭文社エリアマップ）のペー
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ジ番号，ページの縦座標（A, B, C,……）,横座標(1, 2, 3,……）に巻末

の住所索引を参照して変換した．一方，地図帳の各ページに対してそのA

－1位mの経度・緯度，及び縮尺，地図座標の南北方向に対する角度を記

入したファイルを別に作成しておきマスターファイル作成時にこれを参照

しながらすべての住所を経度，緯度に変換した．これによってメッシュデ

ータとしてすべての患者の位置をとらえることができ，診療圏分析にとっ

て強力なデータが用意されたことになった．

　検索・集計は次の指示にもとづいて行われる．

　　　田　300以内の病院コード

　　　（2）項目番号，選択項目についてはいくつかの選択対象項目を指示

　　　　する. （そのうちのいづれかを選択している患者が検索対象とな

　　　　る.）数値項目についてはその上限と下限

　　　（3）（2）と同様の条件を指定，その条件間は論理積をとる．

　これらの条件に合致する患者レコードに対して以下の集計を行い必要な

情報だけを要求にもとづいて何度でも出力する.

　　　（a）基礎情報……･(工）で指定された病院に属する全註,者数と（2）（3)の条

　　　　　件に合致する患者数，及びその比, （2j(3）の条件式.（表1）

　　　(b）単純集計‥…･93ある選択対象項目について選択者数，及びその

　　　　　割合･ （表2）

　　　（c）メッシュデータ……東経，北緯の分単位で区切られたメッシュ

　　　　　　（東経135°20'－135°50',北緯ss°isしss°ss'）」この患者分布（表3）

　　　（d）年令分布

　これはすべてディスプレイ上のメニュー画面を見ながら対話的に行える．

　このためのプログラムはソート社のcBAsIcで書かれた．このプログ

ラム言語はディスクファイル取扱いの簡明さ，強力な文字列の取扱い機能，

構造化の容易な各種ステートメント及びプログラムのリステイン機能，イ

ンタープリター及びコンパイラー両モードでの実行可能性により非常に短
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期間に作成できたことを付記しておく．なお，主要なプログラムリストを

かかげておく．

お　わ　り　に

　メガバイト単位のデータ処理であってもリスポンスタイムがクリティカ

ルでない限りマイクロコンピューターシステムでも実用可能であることが

実証されたと考える．

　本稿ではマイクロコンピューターシステムによって大阪府下の病院に関

する施設，管理，職員に関するデータ，及び診療圏を含む患者データがい

つでも利用できるよう整備されつつあることを報告するにとどめ，これを

利用しての統計解析については別の稿で行う予定である．

　なおこの調査・研究の同じワーキング委員としてこの検索システムの確

立を共に進めている関田康慶(東北大学医学部),武田裕(大阪大学医学部),

松戸ま彦ぐ大阪大学人間科学部)の諸先生方に謝意を表します．

表　１

養　　Hospital　Code ＝　　1457　　1461　　1465

Conditions　＝（　45＝くage＝く99　) '- (　14　ｕ　16　ｕ　20　ｕ　21　)^ (　２：３　り　29　ｕ　：31　）

Condi tionai ／Tota1 ＝　　101　　／　　431　　＝　23.47.

表　２
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